





























































































































































































































































































ே࣭㌴࣭⮬㌿㌴ࡀΰᅾࡍࡿ㐨㊰࣭㏻㊰ 76௳ 21௳ 68௳
㥐࿘㎶ 68௳ 6௳ 38௳
㋃ࡳษࡾ 19௳ 4௳ 15௳
ࡑࡢ௚ 136௳ 36௳ 162௳




⑓㝔࣭デ⒪ᡤ࣭ṑ⛉་ 74.5㸣 54.1㸣 37.5㸣
㖟⾜࡞࡝ࡢ㔠⼥ᶵ㛵࣭㒑౽ᒁ 57.6㸣 35.8㸣 25.7㸣
ࢫ࣮ࣃ࣮࡞࡝ࡢ኱つᶍᗑ⯒ 50.3㸣 21.1㸣 22.4㸣
㣧㣗ᗑ 26.3㸣 20.2㸣 12.4㸣
ࢥࣥࣅࢽ࢚ࣥࢫࢫࢺ࢔ 11.1㸣 5.5㸣 6.9㸣
－ 106 －
を含めてはどうか。
　（３） 「人にやさしいまちづくり推進計画」とい
うテーマであれば、アンケートの対象と
して、一般成人だけではなく、中学生・
高校生という若い層を含めた方がよかっ
たのではないか。
　（４） 本計画は地域福祉計画に触れているが、
第２期西東京市地域福祉計画は本計画に
触れていない。触れておくべきではなかっ
たか。
２　 助言者のコメントに対する筆者の回答など参
考事項
　（１）については、本計画は、高齢者、障害者
あるいは外国人居住者など特定の層を対象とした
ものではなく、広く西東京市民（西東京市に在住・
在勤・在学する者など）を対象とした計画であり、
外国人居住者への対応については触れていない旨
筆者より回答した。
　（２）～（４）については、研究大会の要旨と
ともに、後日、事務局に報告した。委員の一員と
して、計画改訂の際の参考としたい。
地域福祉活動における社協の役割について
－長野市社協のボランティア戦略から－
清泉女学院短期大学
安　藤　健　一
１．研究目的
　日本における社会福祉協議会の歴史は、第2次
世界大戦の終結に際し、日本において占領政策を
実施した連合国軍の機関である連合国最高司令官
総司令部（GHQ）が1949年に「社会福祉に関す
る協議会の設置」を指示したことに始まるが、長
野県では、1951年8月18日に長野県社会福祉協議
会が設立され、同年9月25日に長野市社会福祉協
議会（以下、長野市社協）が設立された。
　長野市は、長野市の県庁所在地であり、1999年
に中核市として指定されている。周辺の町村との
市町村合併が2005年および2010年に行われた結
果、人口38万７千人余の都市となった。一方、社
協に関しては、市町村合併の結果、合併された町
村の町村社協は長野市社協と合併されることにな
り、現在の市社協の職員数は、非正規雇用を含め
１千人を超える状態になっている。
　本研究では、長野市社協が1987年から設置して
いるボランティアセンターの事業の中で、とくに
ボランティア事業「サマーチャレンジ・ボランティ
ア」（以下、適宜“サマチャレ”と略す）に焦点
をおき、その事業をＰＤＣＡサイクルという視点
で検証し、長野市社協がサマーチャレンジ・ボラ
ンティアを介して行っているボランティア戦略に
ついて考察を行うものである。
　同センターの活動は、スタッフのみならず市民
の意見を活動に反映させており、そのためにボラ
ンティアセンター運営委員を市民から募ってい
る。筆者は、平成21年度から運営委員として加わ
り、運営活動に参加している。
２．研究の視点および方法
　本研究は以下の２つの視点にもとづき、それぞ
れの方法を併用して行うものとする。
